
原稿チェックシート             第 29 回技術論文報告 

チェック欄✓ 

応

募

要

件 

□ 
主執筆者・共同執筆者共に、土木施工管理技士 1 級または 2 級（技士補を含む）、もしくは 

技術士（建設部門）の有資格者である。 

□ 応募する技術論文報告は既に他団体等で公表したものではない。 

□ 
CPDS 登録情報の資格欄にその情報を登録してある。 

 → 登録内容変更申請より資格と番号を入力しておいてください。 

 

 

 

原

稿

形

式 

□ 
応募年度の原稿ひな型を使用している。 

 → 必ずホームページから原稿ひな型をダウンロードしてこれを使用してください。 

□ 
文字のフォントは、ＭＳ明朝 10.5 ポイントになっている。 

英数字は半角、カタカナは全角になっている。 

 
 

□ 

 

技術報告は 2 ページ・技術論文は 4 ページ以内となっている。 

 →「技術報告」本文は、図・表を含み 1,600 文字以上～2,000 文字 ※1,600 文字以上 必須 

 →「技術論文」本文は、図・表を含み 3,200 文字以上～4,000 文字 ※3,200 文字以上 必須 

※ 参考文献等、要旨の記載は、文字数には含まない。 

※※ 文字数カウント方法は、次ページを参照。 

 

□ 

 

図（写真も図として表記）と表に、それぞれ通し番号と簡単なタイトルがついている。 

 → 通し番号とタイトルの位置は、図と表では異なります。（図は下、表は上） 

 → 写真も図番号で表記してください。写真-1 ではなく、図-1 と表記。 

□ 
図（写真）・表は、白黒印刷して鮮明に表示される。 

 → 審査用原稿 及び 論文集は、原稿をＡ４サイズで白黒印刷したものになります。 

□ 
「である」調の文体になっている。 

 →「です」「ます」調のものは、修正してください。 

□ 
要旨を記入している。※論文のみ 

 → 論文のみ、原稿ひな型の最後に「要旨記入欄」があります。 

 
     審査の流れ  応募締切り（11 月 30 日） 

         文字数や形式等に不備があった場合は、保留メールを送付、 

              指定の期日までに再提出がない場合は内容にかかわらず不受理となります。 

           応募要領を満たしており、さらに内容が一定水準以上のものを受理とし、 

           受理ユニットを付与いたします。（2 月初旬） 

全受理論文を対象に「技術論文審査委員会」で審査し表彰者を決定、 

表彰者には受賞ユニットを付与いたします。（4 月初旬） 

              定時総会後に「最優秀論文賞」の表彰をいたします。（5 月末） 

応募前にチェック！ 

12 月初旬 

～1 月中旬 

 

審査① 

表彰式 

 

1 月中旬 

～3 月下旬 

 

審査② 



Word（ワード） 文字数カウント方法 （本文の「１．はじめに」～） 

校閲 → 文字数カウント → テキストボックス、脚注、文末脚注を含める(F) の チェックを外す 

→ 文字数(スペースを含めない) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       


